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現（ 1 ）と言語による表現（ 2 ）を行うものである。
評価テストは 4 点満点とした。
これを用いて合科的指導を行った実験群には、合
科的指導の授業（本時 5 ／ 6 時）の最初に事前テス
ト、終了後に事後テストを実施した。一方、合科的
指導を行わなかった統制群には、本教材に入る前に
事前テスト、5 ／ 6 時の授業後の事後テストを実施























平均正答率 平均正答率 Ｚ値 有意確率
A 32.0 64.0 －2.111 0.035 *
B 59.0 68.0 －0.707 0.48
C 5.0 27.0 －2.236 0.025 *
D 18.0 41.0 －2.236 0.025 *





平均正答率 平均正答率 Ｚ値 有意確率
A 50.0 70.0 －1.633 0.102
B 90.0 95.0 －0.577 0.564
C 0.00 30.0 －2.449 0.014 *
D 45.0 45.0 0 1























（ 1 ）ふしぎなポケットがあります。このポケットを 1 回たたくと、あらあらふしぎ、1 まいのビスケットが 2 まいになりました。
2 回たたくと 4 まいになりました。3 回たたくと 6 まいになりました。いま、あなたがビスケットを 1 まいもっていると
します。ポケットを 6 回たたくと、ビスケットはなんまいになるでしょう。 式→ A 答→ B
（ 2 ）①二人の力を合わせれば、 の力が出せる。 → C












































三つ葉のクローバーが 8 つあります。三つ葉のクローバーの葉は 3 ま
いずつです。三つ葉のクローバーの葉は何まいあるでしょう。四つ葉





























について 1 % 水準での有意差が見られた。
表 6 実験群の字数変化（n＝33）
事前テスト字数平均値 事後テスト字数平均値 ｔ 有意確率（両側）
問題① 39.455 52.788 －2.694 .011*
問題② 10.697 41.091 －2.694 .000***
(*p<.05,**p<.01,***p<.001)
表 7 統制群の字数変化（n＝33）
事前テスト字数平均値 事後テスト字数平均値 ｔ 有意確率（両側）
問題① 56.758 59.030 －.433 .668














抽出語数平均 異なり語数平均 抽出語数平均 異なり語数平均
問題①事前テスト 24.73 16.73 35.93 21.30
（18.31） （10.77） （19.89） （ 8.20）
問題①事後テスト 33.03 21.06 36.79 20.82
(17.58) （ 9.24） （19.59） （ 8.52）
問題②事前テスト 5.56 4.19 9.82 6.49
（ 9.92） （ 7.48） （17.44） （ 9.90）
問題②事後テスト 24.63 16.22 28.06 17.39







































図 3 と図 4 を比較すると全体としての抽出語数・
異なり語数、算数用語の使用回数も増えている。
図 5 と図 6 を比較すると全体としての抽出語数・
異なり語数、算数用語の使用回数にあまり変化がな







【算数用語】 合計 9 語(21)
(※囲みの語は算数用語で関連線 5 本以上の語)
全部(9) / 合わせる(2) /数(2)/ 答え(2) /分ける(2)/
かけ算(1) / 考える(1) /式(1)/ 問題(1)
図４ ＜実験群＞問題①事後テストの共起ネット
【算数用語】 合計 8 語(32)
(※囲みの語は算数用語で関連線 5 本以上の語)










ぜんぶ(7) / 全部(7) / 分ける(5) / 問題(3) /式(2)/
それぞれ(1) / 考える(1) /数(1)/答(1)/答え(1)/倍(1)
図６ ＜統制群＞問題①事後テスト共起ネット
【算数用語】 合計 9 語(32)
(※囲みの語は算数用語で関連線 5 本以上の語)
全部(10) / ぜんぶ(5) / 分ける(5) / 合わせる(3) / 答え(3) /
かけざん(2)/ 数(2) / 式(1) /数える(1)
図 7 ＜実験群＞問題②事前テスト共起ネット




【算数用語】 合計 6 語(17)
(※囲みの語は算数用語で関連線 5 本以上の語)










【算数用語】 合計 9 語(25)
(※囲みの語は算数用語で関連線 5 本以上の語 )
数(6) / ぜんぶ(5) / 全部(5) /式(2)/ 答え(2) /











問 題 ① 問 題 ②
事前テスト 事後テスト 事前テスト 事後テスト
0 27.3 9.1 75.8 30.3
Ⅰ 27.3 36.4 9.1 18.2
Ⅱ 6.1 3.0 3.0 3.0
Ⅲ 21.2 15.2 9.1 33.3
Ⅳ 12.1 21.2 3.0 6.1
Ⅴ 6.1 15.2 0.0 9.1





問 題 ① 問 題 ②
事前テスト 事後テスト 事前テスト 事後テスト
0 3.0 9.1 63.6 15.2
Ⅰ 54.5 45.5 15.2 39.4
Ⅱ 0.0 3.0 9.1 24.2
Ⅲ 24.2 18.2 6.1 15.2
Ⅳ 0.0 0.0 3.0 0.0
Ⅴ 18.2 24.2 3.0 6.1
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